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（No.2,No.3なだれ予防柵工）

三角フェンス 一般構造図 S=1/50

※ 各ジョイント類の表面処理は以下とする．

   プレート：HDZ55

   ボルト類：HDZ35
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補修部品詳細図(1)
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S=1/30

※　三角ネット寸法は現地測量を行い決定すること．

補修部品詳細図(2)
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